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1.は じ め に
本論 では、「相反す る もの を共 に否 定す る表 現」の意 味につい て記 述す る。記 述の対
象 として 中心 的に取 り上 げるのは、 「XもYも ない」 とい う表現 であ り、 また、英語
の η8肋θγX初7Yに ついて も関連 表現 として取 り上 げ る。本論 で 「相反す る もの を共
に否 定す る表現」 を取 り上 げ る背景 には、いわ ゆる 「思考の原理 」に反 した(あ るい
は、反 してい る よ うに見 える)表 現が 、 自然 な言語使 用におい て どの よ うに用 い られ
るか とい う問題 があ る。
本論 の意義 は、大 きく分 けて次の3点 が挙げ られ る。 なお 、 これ らは完全 に独 立的
なものでは な く相互 に重 なる部 分 もある。
・否 定の研 究 に対す る新た な知 見の提供
・オ クシモ ロンや緩叙 法 と 「XもYも ない」の比較 を通 じた、修 辞学的 な知 見の提供
・自然言 語 と論理 の関わ りの記 述
まず 、1つ 目に挙 げた否定 の研 究 に対す る貢献 であ るが、従来 か ら検討 され て きた
否定 の意 味 の研究 を基 に、本論 で取 り扱 う 「XもYも ない」 の形 式に 当てはま る表現
につ いて記述す る。 一見単純 に見 える2つ の もの を共 に否定す るための表現 が、語用
論 的にいか に多様 な意味 を持つ か とい うことについ て明 らか にす る。
2つ 目に挙 げた修辞 学的知 見につい ては、 フィギュール(修 辞 学におい て研 究 され
て きた、修辞 的効果 を生み 出す ための様 々なパ ター ン)研 究の一環 と して 、「XもY
もない」 とい う形式 の表現 が多 くの フィギュール と関わ りの ある形 式で ある ことを明
らかにす る。具 体的 には、フ ィギュール の一種 であ るオ クシモ ロンや緩叙 法、「た め ら
い」1との比較 を通 じ、思考 の原理や会 話の格 率に対す る違反 がいか に解決 され た り、
含意 を生 じさせ るかについ て記 述す る。
3つ 目の論理 と自然言語 の関わ りにつ いては、常 に偽 で あ り情報 的価値 がゼ ロで あ
るよ うな表現 が、どのよ うに 自然言語 で用い られ 、機能 してい るかについ て記述 す る。
また、あ るものの否 定が別 の ものの肯定 とな るか とい うこ とにつ いて、選言 三段論法
⑥伊 藤 薫 、 「否 定 と レ トリ ック につ いて の 一・考 察 」
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(後述)と 自然言語 の 関わ りを通 して考察 す る。
なお、本 論 の構成 は次 の とお りに なってい る。 まず 、第2節 では 「XもYも ない」
と関わ る修 辞学 的な背景 につ いて述べ る。 第3節 では、分析 のために用い る言 語学 の
諸概念 を紹介す る。第4節 では、具 体事例 につ いての分析 と考察 を行 う。第5節 で は、
本論 のま とめを行 う。
2.修 辞 学 的 背 景
本 節 で は 、 本 論 で 取 り扱 う 「XもYも な い 」 お よび η8肋θ7Xη07Yに関 わ る修 辞 学
的 背 景 に つ い て述 べ る。 まず 後 に 述 べ る フ ィギ ュー ル の 基 礎 とな る 「思 考 の原 理 」 に
つ い て述 べ た 後 、オ ク シモ ロ ン を は じめ と した 矛 盾 律 に 反 す る表 現 、緩 叙 法 、「た め ら
い 」 に つ い て 紹 介 す る。
2.1思 考 の 原 理
思 考 の原 理(lawsofthought)とは 、 ア リス トテ レス 以 来 の古 典 論 理 学 に お い て 採
用 され て い る法 則 で あ る。 これ は 修 辞 学 の概 念 で は な く論 理 学 の概 念 で あ る が 、 本 論
で 取 り扱 う 「XもYも な い 」や 、後 述 の オ クシ モ ロ ン に つ い て 考 え る上 で 重 要 で あ る。
思 考 の原 理 は 、次 の3つ か らな る。
(1)T舵10ω(ザ14θ ηf吻 」'Whateveris,is!
(2)T舵1β ωqプco撹7忽fcf∫oη!Nothingcanbothbeandnotbe!
(3)T舵1β ωqプ θκc1磁 θ4履 嗣1θ:'Everythingmusteitherbeornotbe!
(Russel1967/1912:40)
日本 語 で は 、(1)は 同一 律 、(2)は矛 盾 律 、(3)は排 中律 と呼 ば れ る。(2)と(3)は、
論 理 記 号 を用 い て書 く と次 の よ うに な る。
(4)a.～(PA～P)
b.pv～P
(Horn1989:20,ただ し"一"は命 題 の 否 定 を 表 す 。)
(4)は、 二 重 否 定 の 除 去 を認 め る立 場(p≡-p)で あれ ば 、 同 一 の も の で あ る とい
え る。 つ ま り、(a)は一pv-pと な り、 これ は(b)と 同一 で あ る。
2.2思考 の 原 理 と相 反 す る も の の 否 定
本論 で取 り上 げる 「相 反す る もの を共に否定す る表現 」は 、2.1節で取 り上 げた思
考 の原理 の うち、排 中律 と関係 す る。厳密 に排 中律 に反 す る と言 え るの は 「あ る命 題
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につ い て真 で も偽 で も ない 」 と述 べ る場 合 で あ る。 しか し、 自然 言 語 の 実 際 の使 用 に
お い て は 、 こ の よ うな 純 粋 な論 理 形 式 に従 っ た 表 現 ば か りが 見 られ るわ け で は な い 。
本 論 で 問題 とす る 「XもYも な い 」 で は 、XとYの 関係 に よ っ て は排 中律 と関 連 す る
表 現 とな る こ と もあ る。 した が っ て 、本 論 で はXとYの 関係 を考 慮 にい れ な が ら、 こ
の形 式 に 当 て は ま る 表 現 に つ い て 見 て い く。 こ のXとYの 関 係 に つ い て は 、Horn
(1989)のい うopposedterms(3.1節で 詳 述 す る)の 分 類 を 参 考 にす る。
2.3矛盾 律 に 関 連 した 表 現
本論 で 中心 的に取 り扱 うのは排 中律 と 「XもYも ない」 との関連で あるが、 これ を
取 り扱 う背景 として、これま で修辞 学 にお いてオ クシモ ロン(「小 さな巨人」な ど、相
反す る表 現 を結び付 けた もの)を は じめ とした矛盾律 に違反 した表 現が扱 われ て きた
とい うことが ある。 また、一例 では あるが、相反す る もの を共 に否 定す る表現 もオ ク




彼 ら(=古 代 ギ リシ ア の レ トリ ック研 究 家 た ち)は それ を オ ク シモ ロ ン と呼 ん だ。
そ れ は条 理 に 不 条 理 の 雰 囲気 を纏 わ せ る も の で あ る。 《対 義 結 合 》 は 、 あ る ひ と
つ の も の ご とに つ い て 相 反 す るふ たつ の こ とが らを とも に肯 定 す る、 あ るい は と
もに否 定 す る"あ や"と して 定 義 され る。 あ き らか に 、 そ れ は い わ ゆ る"逆 説"と 呼
ばれ る も の で あ る。
(Crevier1765:255佐藤(1981)の訳 に加 筆)
Crevierは上 記 の よ うな 定 義 を して い る もの の 、 具 体 的 な 表 現 と して は 矛 盾 律 に違
反 した表 現 のみ を 取 り扱 っ て お り、 排 中律 に 違 反 した表 現 は取 り扱 っ て い な い。 本 論
で は 、 この 排 中律 に違 反 した表 現 を取 り扱 い 、 そ れ らの機 能 が ど こま で オ ク シ モ ロ ン
と共 通 す るか を考 察 した い 。
ま た 、矛 盾 律 に違 反 す る こ と と排 中律 に違 反 す る こ とは 、 修 辞 学 的 に も 同等 、 も し
くは類 似 した 価 値 を持 つ も の と予 測 が で き る。 修 辞 学 に お い て 、 フ ィ ギ ュー ル は 「通
常 の 言語 か らの 逸 脱 な い し偏 差 」(松 尾2007:28)と され る こ とが あ る。 通 常 の 言 語
を 規 定 す る 規 範 は様 々 な も の が 考 え られ る が 、 そ の 一 例 と して 松 尾(2007:43)は
Grice(1975)の協 調 の 原 理(corporativeprinciples)と会 話 の 格 率(conversational
maxims)を一 例 と して挙 げ て い る。本 論 で取 り上 げ る表 現 とオ ク シ モ ロ ン は 、共 に こ
の格 率 に反 す る と考 え られ る。 そ の 中 で も特 に 、 質 の格 率 ない しは様 態 の格 率 に 反 す
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る と考 え られ る。 例 え ば、 矛 盾 律 や 排 中律 に 反 した表 現 は 常 に偽 とな る の で 、 質 の 格
率 の うち 「偽 で あ る こ と を言 って は い け な い(Donotsaywhatyoubelievetobe
false.)」に違 反 す る と考 え られ る し、 様 態 の 格 率 の うち 「表 現 の 曖 昧 さ を 避 け よ
(Avoidobscurityofexpression.)」や 「多 義 性 を避 け よ(Avoidambiguity.)」に 違 反
して い る と も考 え られ る。 どの格 率 に反 す るか につ い て は 様 々 な 可 能 性 が考 え られ る
も の の 、矛 盾 律 や 排 中律 に反 した 表 現 は 、 思 考 の 法 則 に則 っ て言 え ば 常 に偽 に な るた
め 、少 な く とも質 の格 率 に は違 反 す る こ とに な る。
2.4否 定 と 緩 叙 法
「XもYも な い 」 と関 連 した フ ィ ギ ュー ル と して 、 オ ク シ モ ロ ン の他 に 緩 叙 法
(litotes)を挙 げ る こ とが で き る。 佐 藤 ・佐 々 木 ・松 尾(2006)によれ ば 、緩 叙 法 の 定
義 は次 の 通 りで あ る。
い わ ん とす る こ との 対 義 的 な 語 句 を用 い 、 そ れ を否 定 す る こ とに よ っ て 、趣 旨 を
表 す 技 法 。 中核 の 意 味 は も との 趣 旨 に戻 るが 、 そ こ に 情 感 的 ニ ュ ア ン ス が 伴 う。
(佐藤 ・佐 々 木 ・松 尾2006:394)
例 え ば 、 佐 藤(1992)は次 の よ うな 表 現 を挙 げ て い る。
(5)a.あ い つ もな か なか 、 ば か じゃ な い
b.安 くな い 買 い も の だ っ た … …
(fと雇4.:285)
(5a)では 、 「あ い つ 」 が 賢 い とい う解 釈 が され る こ とを 意 図 して 反 義 的 な 「ば か 」
を否 定 し、(5b)では 「高 い 」 買 い 物 を した とい う解 釈 が され る こ と を意 図 して 反 義 的
な 「安 い 」 を否 定 して い る。 「ば か 」で な い こ とは 直 接 「賢 い 」 を意 味 す る わ け で は な
く、普 通 の 頭 の 良 さで あ る場 合 も含 み 、「安 く」 な い こ とは直 接 「高 い 」 こ とを 意 味 す
る わ け で な く、普 通 の 値 段 で あ る場 合 も含 む 。 しか し、 この よ うな 表 現 は 「普 通 」 で
あ る こ と を指 して い る と解 釈 され る場 合 は少 な い 。
2.5た め ら い(ア ポ リ ア 、aporia)
「XもYも な い 」を扱 う上 で も う1つ 触 れ て お きた い の が 「た め らい 」(ア ポ リア 、
aporia)2と呼 ばれ る フ ィ ギ ュ ール で あ る。佐 藤 ・佐 々 木 ・松 尾(2006)は、「た め らい 」
につ い て 次 の よ うに 述 べ て い る。
まず 、《た め らい 》 に つ い て 、 単 純 な 例 を挙 げ る。
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一 月 末 の寒 い 日だ った 。 夕暮 れ とい うよ りは夜 、 しか し夜 と呼 ぶ に は ま だ あ ま り
に 早 す ぎ る。 そ ん な落 着 き の な い 時 間 だ った 。
(黒井 千次 「黒 い 空 の旅 人一一飯 島耕 一1」、 『石 の 落 葉 』 所 収)
「夕 暮 れ とい うよ りは夜 」 と 「夜 と呼 ぶ に は ま だ あ ま りに早 す ぎ る」 は 、別 に事
柄 の 描 写 で は な く(従 っ て 列 叙 で は な い)、 同 一 の 事 態 に つ い て 試 み た 二 様 の 描
写 で あ る。 的確 な 表 現 が あ れ ば 、 筆 者 は 《た め ら う》 ま で もな い 。 そ れ が 見 つ か
らな い の で 、 二 つ の 記 述 を試 み 、 言 わ ば 、 そ の あ わ い に 、本 当 の 事 態 を 定位 しよ
うと して い る の で あ る。
(佐藤 ・佐 々木 ・松 尾2006:417)
佐 藤 ら の言 うよ うに 、 「た め らい 」 は あ る もの につ い て2つ 以 上 こ と を述 べ 、 そ の
2つ の 間 に位 置 づ け よ う とす る フ ィ ギ ュ ール で あ る。 な お 、 佐 藤 らが 扱 っ て い た 例 で
は 、「～ とい うよ り」や 「～す ぎ る」 の よ うに 比 較 は用 い られ て い る もの の 、本 論 で 中
心 的 に 取 り扱 う 「XもYも な い 」 の よ うに 、 明示 的 な否 定 を伴 って い る訳 で は な い。
本 論 で は 、 「XもYも な い 」 とい う明 示 的 な否 定 を含 ん だ表 現 も 、 「た め らい 」 と して
機 能 す る場 合 が あ る こ とにつ い て 明 らか に す る。
3.分 析 に 用 い る 諸 概 念
本節 では、分析 に用い る諸概 念 を紹介す る。1つ 目は反義 の分類 につい ての先行研
究 であ り、Horn(1989)の提 唱す るopposedtermsにつ いて説 明す る。2つ 目は緩叙
法 におけ る推論 と密接 な関係 を持 つ選言 三段 論法 につ いて述べ る。
3.10pposedtermsとは 何 か
Horn(1989)の提 唱 す るopposedtermsは、 両 立 しな い 語 と語 同 士 の 意 味 的 関係 に
つ い て の 分 類 で あ る。 図1は 、opposedtermsの分 類 を示 した も の で あ る。 ま ず 、
contradictoriesは8ηθ7y初朋f5励 漉 と ηo'θη87y吻朋 ∫5ω履fθの よ うに 、 命 題 同 士 の 間
に成 り立 つ 関係 で あ る。した が っ て 、この 関係 は 語 の レベ ル で は成 り立 た な い 。次 に、
contraries(C・)は相 反 す る 関 係 で あ れ ば よ く、 他 に 条 件 は な い 。C・ はmediateと
immediateからな る。immediate(C2)は偶 数/奇 数 の よ うに、 あ るカ テ ゴ リー に含 ま
れ る もの(こ の場 合 は 整 数)が 必 ず2つ の うち どち らか に 含 まれ 、 ど ち らに も含 ま れ
な い こ とが な い よ うな 語 と語 の 関係 で あ る。mediateはあ る カ テ ゴ リー に含 ま れ る も
の で 、あ る2つ の 語 の ど ち らに も含 ま れ な い場 合 が あ る よ うな2つ の 語 の 関係 で あ る。
polar(C2)はmediateに含 まれ る。 これ らは 白/黒 の よ うに 、2つ の 問 に1次 元 的 な
ス ケ ール で あ る 「中間 性(betweenness)」が感 じ られ る語 と語 の 関係 で あ る。最 後 に 、
simpleはmediateのうち 、C3で な い もの で 、赤/黒 の よ うな 関係 で あ る。
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3.2選 言 三 段 論 法
緩 叙 法 を考 え る 上 で 重 要 な概 念 と して 、選 言 三 段 論 法(MODUSTOLLENDPONENS)と






これ は 、PVqが 前 提 とな っ て い る とき 、 ～pで あ る こ とが 分 か れ ばqで あ る こ と
が 推 論 で き る とい うこ とで あ る。
4.事 例 分 析
本 節 で は 、 「XもYも な い 」 の 具 体 事 例 に つ い て 考 察 を行 う。 ま ず 、4.1節で はXと
Yがopposedtermsの関係 に あ る場 合 に 「XもYも な い 」 が 表 す 基 本 的 な意 味 に っ い
て 記 述 す る。そ して 、4.2節で は4.1節で記 述 した基 本 的 な 意 味 の他 に、実 際 の 用 例 に
お い て は様 々 な意 味 を表 す 事 例 が 存 在 す る こ とを 明 らか に し、 それ らにつ い て 考 察 を
行 う。
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4.1排 中 律 と 「XもYも な い 」
「XもYも な い 」 に お け るXとYの 関係 をopposedtermsに基 づ い て 考 えた 場 合 、
表 現 全 体 の 意 味 が排 中律 に反 す るの は 、XとYがimmediateお よ びcontradictories
の 関係 に あ る場 合 で あ る。本 節 で は これ らに加 え、XやYがpolarやsimpleの 関係 に
あ る場 合 につ い て も考 え る。
4.1.1immediateの場 合
まず 、 「XもYも な い 」 のXとYがimmediateの 関係 に あ る場 合 に つ い て 見 る こ と
にす る。XとYがimmediateの 関係 に あ る場 合 、以 下 の(7)に 示 され る よ うな 容認 度





(7)は 「XもYも な い 」 に対 応 す る英 語 πθ肋 θ7XηoγYの例 で あ る が 、 これ は 日本
語 に訳 して も 同 じ よ うな容 認 度 判 断 が 可 能 で あ る と考 え られ る。
(8)a.?そ の ドア は 開 い て も閉 ま っ て もい な い 。
b.?そ のハ ム ス ター は死 ん で も生 き て もい ない 。
c.?ジ ョン が 青 い 目を して い る とい う言 明 は真 で も偽 で も な い 。
(8)につ い て も、 「ドア 」 が 「開 い て い る 」 か 「閉 ま っ て い る」 以 外 の 状 態 や 、 「ハ
ム ス タ ー 」が 「死 ん で い る」 状 態 で も 「生 き てい る」状 態 で もな い とい うこ と、 ま た 、
「言 明 」 につ い て 「真 」 で も 「偽 」 で もな い こ とは考 え に く く、 特別 な文 脈 が な い 限
り意 味 的 に容 認 しに くい 。
4.1.2polarの場 合
4⊥1節 で 扱 っ たimmediateの場 合 に 対 し、XとYがpolarの 関係 に あ る 場 合 、一 般
的 にXとYの 中 間 を指 す 表 現 に な る と言 わ れ て い る。例 え ば 、Cruse(1986:205)によ
れ ば 、 この よ うな表 現 は あ る ス ケ ー ル の 中 立 的 な領 域 を 軸 域(pivotalregion)と呼 ん
で い る。 こ の部 分 は 、polar(Cruseの言 うと こ ろ のantonyms)のペ ア の うち 、 ど ち
らの語 に よ っ て も表 され な い領 域 を指 す 。 さ らに 、Cruseは'θμ4、Z嫉8ωβ筋(共 に 「ぬ
る い 」を表 す)の よ うに 、「熱 い 」と 「冷 たい 」の 間 の領 域 を指 す よ うな 例 外 もあ るが 、
多 くの 場 合 、軸 域 は どの語 彙 に よっ て も言 語 的 に指 示 され な い@f4.)。polarのペ ア
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(9)はあ る もの の長 さを 指 す が 、そ れ は長 さの ス ケー ル 内 の 領 域 の うち、 「長 い 」 に
よ っ て も 「短 い 」 に よ って も指 され ない 領 域 を表 して い る。
こ の よ うな領 域 を 指 す 表 現 に つ い て 「普 通 の 長 さ」「平 均 的 な長 さ」な ども考 え る こ







こ こでthree-termsetsと言 わ れ て い るの は 、∂忽、卿 θ㍑gθ1y(or御048剛吻orη0〃朋lly)
goo4のよ うな組 の こ とで あ る。Sapirの言 う事 か ら分 か る よ うに 、 「普 通 の 」や 「平 均
的 な 」 とい う表 現 を 用 い た 場 合 、 「XもYも な い 」 とい う表 現 を用 い た 場 合 に 比 べ 、
よ り基 準 に近 い もの しか 表 せ な い こ とに な る。 換 言 す れ ば 、 「XもYも な い 」 とい う
表 現 の指 す 領 域 の方 が 、 「普 通 の 」や 「平 均 的 な 」 とい う表 現 よ りも指 す 領 域 が 広 い と
され て い る。
以 上 に 挙 げ たCruseやSapirの研 究 は 、「XもYも な い 」のXとYがimmediate,polar
の 関係 に あ る場 合 の 典 型 的 な意 味 の 記 述 と言 って よ い だ ろ う。
4.1.3simpleの場 合
ま た 、simpleの関係 に あ る場 合 は 次 の よ うに 、 「否 定 され て い る もの の上 位 カ テ ゴ
リー に含 ま れ る何 か 」 を導 くた め に 用 い られ て い る。
(10)a.…… に して も、 ど うもわ か りに くい 人 で あ る。 彼 の 主 張 は 経 済 学 で もな
く、 か とい って 政 治 学 で も な い。 あ えて 言 え ば 一 種 の人 格 論 とで も言 お
うか 。 た と え ば大 村 益 次 郎 な ら、 戦 術 論 を持 っ て … …
(堺屋 太 一 『徳 川 慶 喜 』 「最 後 の将 軍 」と幕 末維 新 の男 た ち、BCCW∫3より、
下線 筆者)
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b・ る と い うイ メ ー ジ が す ご い 。 か な しみ の 極 、太 陽 か ら飛 ん で き た の は 、
鳩 で も な け れ ば堆 で もな い 。 敏 捷 で 残 酷 な鴫 で した 。 しか しそ の鴫 は 金 色 の
オ ー ラ を放 って い ま した 。 これ は い った … …
(小林 恭 二 ・稲 畑 汀 子 『俳 句 研 究 』2005年8.月号(第72巻 第9号)、BCCW∫ よ
り、 下線 筆者)
c.・6つ の 収 納 スペ ー ス を造 っ た 。 板 張 りの 、 ほ ぼ全 部。 床 板 を持 ち上 げ る
と梅 干 で も金 塊 で もな い 、 蔵 書 の 山 が 現 れ る。 これ な ら西 日も完 全 シ ャ ッ ト
ア ウ ト。 床 下 書 庫 の深 さは18cm… …
(クロ ワ ッサ ン2002年3月25日 号(No.585、第26巻 第6号)、BCCWIよ り、
下線 筆者)
(10a)では 、 「経 済 学 」 と 「政 治 学 」 が 共 に否 定 され て い るが 、 そ の直 後 で 「あ え て
言 え ば 」 と判 断 に 困 る様 子 を 見せ る も の の 、 経 済 学 、政 治 学 と共 に 「学 術 的 著 作 」 と
で も 呼べ るカ テ ゴ リー に含 まれ る 「人 格 論 」を 肯 定 して い る。ま た 、(10b)では 、「鳩 」
と 「堆 」 が 共 に否 定 され て い るが 、 そ の後 に 鳩 や 矢佳と同 じ 「鳥 類 」 カ テ ゴ リー に 含 ま
れ る 「鴫 」が 肯 定 され て い る。(10c)では 、「梅 干 」 と 「金 塊 」 が 共 に 否 定 され た 後 、
梅 干 や 金 塊 と同 じア ドホ ック カ テ ゴ リー 「地 下 に貯 蔵 して お く もの 」 に含 まれ る と考
え られ る 「蔵 書 」 が 肯 定 され る。
以 上 、4.1節で述 べ て きた 事 例 が 、opposedtermsを共 に 否 定 して 出 来 た表 現 の 基 本
的 な用 法 で あ る と言 って よい だ ろ う。
4.2典型 的 で な い 「XもYも な い 」 の 用 例
4.1節まで は基本 的だ と考 え られ る 「XもYも ない」の用例 について見 てきたが、
本節 では第2節 で紹介 したフ ィギ ュール との関係 を視 野 に入れ 、非 典型的 な 「XもY
もない」の用例 について記述 と考察 を行 う。
4.2.1矛盾 律 に 違 反 し た 表 現 と の 関 係
矛 盾 律 に違 反 した 表 現 と、排 中律 に違 反 した 表 現 に は 、 規 則 へ の 違 反 を類 似 した 方
法 で 回避 す るパ タ ー ン が 見 られ る。 そ れ はNorrick(1989:554)で「一 方 の語 の修 正







(11)では、Kが 第1発 言 の 最 初 に 「ダ ン ス が で き な い」 と言 った に もか か わ らず 、
第1発 言 の 最 後 に 「い つ も ダ ンス を して い る」 と言 っ て しま っ た こ と に よ り、矛 盾 が
生 じて い る。Rは そ の矛 盾 に 当惑 して 聞 き返 して い る。そ してKはc朋'尻 朋c8と い う
表 現 で意 味 して た こ と を説 明 して い る。
矛 盾 律 へ の違 反 に 対 す る この よ うな解 決 の 方 法 は 、排 中律 へ の違 反 の 解 決 に も見 ら
れ る。
(12)生か さず 殺 さず
(12)は日本 語 の慣 用 表 現 だ が 、(12a)では 「生 か す 」 と 「殺 す 」 とい うimmediateの
ペ ア が 共 に否 定 され 、一 見排 中律 に違 反 して い る よ うに見 え る。こ こで は 、「生 か さず 」
が 修 正 され て 用 い られ て い る た め 、 排 中律 に 対 す る違 反 が 回 避 され て い る。 つ ま り、
文 字 通 り 「生 命 の機 能 を保 っ た 状 態 に は して お か な い 」 とい うの で は な く、「生 き生 き
と した状 態 に は して お か な い 」 とい うよ うな 意 味 で用 い られ て い る。 言 わ ば 、 オ ク シ
モ ロ ン で あ る 「生 け る屍 」 の よ うな 状 態 に して お く とい う意 味 に な る。
こ の よ うなオ ク シ モ ロ ン と共 通 した 解 決 方 法 は創 造 的 な 例 に も見 られ る。 ま ず 、 日
本 語 の否 定 接 頭 辞 「非 一」 は 、カ テ ゴ リー を 二 分 す る は た ら き を持 つ と され て お り、久
保(2010)では 次 の よ うに 言 わ れ て い る。
「非 一」は 「あ るカ テ ゴ リー に 属 して い る/属 して い な い 」 を 区 分 す る 、カ テ ゴ リ
ー の 否 定 に 関 わ る否 定 接 頭 辞 で あ る こ とが わ か る。 そ して 、 そ の 語 基 は矛 盾概 念
を持 つ も の で あ る必 要 が あ る。
(翅の
した が って 、 「A」と 「非A」 を共 に 否 定 す る と、排 中 律 に違 反 した 表 現 に な る とい
え る。 この よ うに 「A」と 「非A」 を 共 に否 定 した 表 現 の 実例 を見 て み よ う。
(13)いつ か 見 た よ うな 、 で も ど こ で も な い 場 所 。 安 田悠 は そ ん な 現 実 で も非 現 実
で も な い 、 そ の 狭 間 の 、 ま る で 夢 の 中 の よ うな 不 思 議 な光 景 を 、 油 彩 の 筆 跡 ・
色 味 を重 ね る こ とで 、 遠 い記 憶 の 集 積 と して キ ャ ンバ ス に表 現 して い ます 。
(http://www.tokyo-ws.org/archive/2008/06/tws-emergingO97098.shtml、下線 筆者)
も う一 つ 、 思 考 の原 理 へ の違 反 の 回 避 の仕 方 と して 、 メ タ フ ァー に よ る解 決 を挙 げ
て お く。




Countries.Accθ55'oKηoω1849θ:Acoπγ5θ10班ηπ1、 イ タ リ ッ ク は 筆 者)
(14)は論 文 の タ イ トル で あ り、 そ の一 部 にNθ 肋 θγ0ρ飾 η06肋'と い う表 現 が 使
わ れ て い る。 こ の論 文 で は 、発 展 途 上 国 に お け る生 物 医 学 の 文 献 に 対 す る ア ク セ ス の
問題 に つ い て 論 じて い る。 この 論 文 の 要 旨 に は 、(15)のよ うに 書 かれ て お り、読 み 手
に は発 展 途 上 国 に お け るオ ー プ ンア クセ ス が 中途 半 端 な 形 で あ る こ とが わ か る よ うに









(15)にお い て 、Nθ∫飾θγo解η ηoγ曲 厩 は 情 報 へ の ア クセ ス につ い て 表 して お り、 開
い て い るか 閉 じて い るか の状 態 しか 考 え る こ との で き な い ドア に つ い て 述 べ て い る の
で は な い。 こ こ で のoρ例 や 訪厩 は メ タ フ ァー と して 用 い られ て お り、 情 報 に 完 全 に
ア クセ ス で き る こ と をoρ朗 と表 現 し、完 全 に ア ク セ ス を遮 断 され て い る こ と を 訪厩
と表 現 して い る。 す る と、 この メ タ フ ァー 的 意 味 に お い て はoρ8ηと5伽'はpolarの
ペ ア で あ る と考 え られ る。 した が っ て 、N8肋 θ70ρ例 π07曲厩 とい う表 現 は結 果 と して
排 中律 に反 す る表 現 で は な くな る。 た だ し、Nθ肋870ρ飾 η075肋'とい う表 現 は 論 文
の タ イ トル の先 頭 に あ るた め 、 読 み 手 は あ る程 度 読 み進 め ない と この 表 現 が メ タ フ ァ
ー で あ る こ とを理 解 で き な い(少 な く と も、 情 報 に対 す るオ ー プ ンア クセ ス が 問題 に
な っ て い る事 を読 み 手 は知 る こ とが で き な い)。この よ うに 、メ タ フ ァー と して 用 い ら
れ て い るた め に 、字 義 通 りの 意 味 で はimmediateのペ ア で あ っ た も の が 、mediateの
ペ ア と して 用 い られ て い る た め に 、 排 中律 を 犯 さな くな る場 合 が あ る。
こ の排 中律 の 回避 の 仕 方 は 、 オ ク シモ ロ ンに お け る矛 盾 の 回避 の パ ター ン の1つ と
共 通 して い る。 す で に 述 べ た とお り、 オ ク シ モ ロ ン は 一 見 矛 盾 して い る よ うに 見 え な
が ら整 合 的 な理 解 が 可 能 な修 辞 的 表 現 だ が 、 オ ク シモ ロ ン に も メ タ フ ァー と して 理 解
され る こ とで 矛 盾 が 回 避 され る場 合 が あ る。
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(16)波子 は だ まつ て ゐ た が 、胸 の 底 に 、冷 た い 炎 がふ るへ た 。
(川端 康 成 『舞 姫 』、 下線 筆者)
(16)で問 題 とな るの は 「冷 た い炎 」 とい う表 現 で あ るが 、 「炎 」 は熱 い もの で あ り、
「冷 た い 」 とい う修 飾 語 の意 味 と矛 盾 して い る。 この 字 義 通 りの 意 味 で の矛 盾 は、「冷
た い炎 」 が 指 し示 す もの が 「波 子 」 の 「胸 の 底 」 に あ る こ とか ら、 波 子 の 心情 を表 し
て い る とわ か る こ とで 解 決 す る。
4.2.2polarのペ ア の 否 定 と 緩 叙 法
これ ま で の記 述 で は 、 「XもYも な い 」 に 当 て は ま る表 現 の うち、XとYの 関係 が
polarであ る もの は、基 本 的 にXとYの 対 立 軸 上 の 軸 域 を指 す と され て き た。しか し、
次 の例 の よ うに軸 域 を指 さな い こ とも あ る。
(17)包んでい る錯覚 を受 ける。柱 や畳 、天井 、至 る ところか ら響 きわた る水音。 都
会 で も田舎 で もない、聖地 とい う名 の空間で ある こ とを改 めて認 識す る 「大鏡 様
は今 お られ るのですか?
(麻耶雄 嵩 『鴉』、BCCWIより、 下線 筆者)
(17)で問題 に したい表現 は 「都会 で も田舎 で もない」 では、 「都 会 」 と 「田舎 」 が
共 に否 定 され てい る。 「都 会」 と 「田舎」 につ いては、 「賑や か さ」や 「人 口の多 さ」
な ど、様 々な個 々の対立軸 が複 合 した 「都会度 」の よ うな対立軸 を考 えるこ とがで き、
polarのペ アだ と考 え られ る。例 えば、政令 指定都市 の よ うな地域 を都 会 として考 え、
一面 に原 野が広 がってい るよ うな地域 を 田舎 と考 える よ うな人 に とって は、中核 市 の
よ うな地域 は 「都会 で も田舎 でもない」で表す こ とので きる、「都 会度」の軸域 に 当た
る と考 え られ るだろ う。これ までの研 究か ら言 えば、「都会 で も田舎 で もない」は 「都
会度 」の軸域 を指す ために用い られ るが、(17)の例 では 「都 会一 田舎 」の対 立軸上 の
領域 を指 すた めに使 われて はいない。ここで は、「都会度 」とい う対立軸 ではな く、「聖
地」 とい う別 の見 地か らそ の土地 を評価 してい る。
この ことを緩叙法 との比較 か ら考察す ると、 ある ことを否定す る場合、想 定 されや
す い 「肯定 され るべ き事柄」 があ るこ とがわか る。第2節 に挙 げた緩叙法 では、 ある
事柄 を指す ためにそ の反 対の事柄 を否定 してい たが、polarを共 に否 定 した場合 は軸
域 を指す た めに使 われ るこ とが多 く、 これ までの研究 ではそ う述 べ られ てきた。 しか
し、(17)に挙 げた例 で分 か るよ うに、polarの関係 にあ る語 を共 に否定 した表 現 は、
必ず しも否定 され た事柄 と同 じ対立軸上 の何 か を指す ためで はない。 軸域 を指 す とい
う従来 の記述 は、む しろ会話 の含 意 として生 じる ものだ と考 え られ る。
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会 話 の含 意 の持 つ 特 徴 は 、推 論 的 で あ る こ と と取 り消 し可 能 で あ る(cf.Grice1975:
57-58、林2008:6)ことだ が 、polarの否 定 に よ り軸 域 を指 す こ とは 、 こ の2つ に 当 て
は ま る。 推 論 的 で あ る こ とは 言 うま で もな い が 、取 り消 し可 能 で あ る こ とは 、(17)の
例 で 明 らか で あ る。つ ま り、 「都 会 で も 田舎 で もな い 、 中規 模 の都 会 度 の空 間 」で は な
く、「聖 地 とい う名 の空 間 」で あ る こ とを 明言 す る こ とに よ り、都 会 や 田舎 とい う俗 世
界 の対 立 軸 で 捉 え られ る こ とを 取 り消 して い る と考 え られ る。
な お 、Hornに よれ ば 、 緩 叙 法 に よ り否 定 され る 事柄 の反 対 を意 味 す る効 果 も、 含




た だ し、 こ こ で の ρ はpolarのペ ア の うち の 一 方 で 、 無 標 の表 現 で あ る。 例 え ば、
loηgと曲07fとい うペ ア を考 え た 場 合 、Hoω10ηg∫f∫52とい う表 現 は可 能 だ が 、Hoω訪07'
姫52と表 現 に つ い て は 、特 定 の 文 脈 が な い と不 自然 だ ろ う。 した が っ て 、10ηgと訪oπ
とい うペ ア で は 、10πgが無 標 の 表 現 とな る。
こ の緩 叙 法 の捉 え方 か ら考 え る と、polarのペ ア を共 に否 定 す る こ と に よ っ て 軸 域
を指 す こ と も 、一 部 は あ る種 の 前 提 の は た ら き に よ る もの だ と考 え る こ とが で き る。
つ ま り、polarの対 立 軸 以 外 に も可 能 な候 補 が あ るに も か か わ らず 、 軸 域 を指 して い
る と考 え て しま う場 合 で あ る。
(18)A市の 市 役 所 か らB市 の 市 役 所 ま で の 距 離 は 、 近 く も遠 く もな か っ た。
(18)では 、距 離 に つ い て 述 べ て い る た め 、対 立 軸 上 以 外 で 評 価 され る場 合 は考 え られ
な い。 つ ま り、「近 い 」 「遠 い 」 「近 く も遠 く もな く、普 通 の 距 離 」 の どれ か に 当 て は ま
る だ ろ う。 しか し、(17)の場 合 は 、 「空 間 」に つ い て語 られ て お り、必 ず しも 「都 会 」
か 「田舎 」 か 「都 会 で も 田舎 で もな い 、 中程 度 の 規 模 の 町 」 の いず れ か で あ る必 要 で
は な い。 こ こ で は 「聖 地 」 とい わ れ て お り、 他 に も 「砂 漠 」 や 「大海 原 」 の よ うな 、
都 会 や 田舎 とい う軸 で は捉 え き れ な い 判 断 が 可 能 だ ろ う。しか し、「都 会 で も 田舎 で も
な い 」とい う表 現 を され た とき に は、「中程 度 の 規 模 の 町 」 とい う含 意 を読 み 取 っ て し
ま い が ち で あ る。 つ ま り、 こ こで は ρVgの よ うな前 提 で は な い にせ よ、 「ρ とgの 対
立 軸 上 の ど こ か」 で あ る とい う前 提 を設 け 、ρ と σの否 定 に よ り軸 域 で あ る と推 定 し
て い る とい え る。
こ こで 注 意 して お き た い の は 、Horn(伽4.)の考 え る緩 叙 法 と 、佐 藤 ・佐 々木 ・松
尾(2006)の考 え る緩 叙 法 が 必 ず しも 同 一 で は な い こ とで あ る。 佐 藤 らは 修 辞 学 の 立
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場 か ら緩 叙 法 につ い て 記 述 して い るた め 、2.4節の 引用 箇 所 で も触 れ られ て い る通 り、
感 情 的 ニ ュ ア ンス が 伴 うと して い る。 しか し、Hornは 緩 叙 法 につ い て こ う した感 情
的 ニ ュ ア ン ス に 関 わ る点 は触 れ て い ない 。 両者 に共 通 す るの は 、緩 叙 法 に よ っ て 指 示
され る の がpolarの対 立 軸 上 の 中 間 で は な く、polarの関係 に あ る2つ の語 の うち 、否
定 され て い ない 側 の 指 示 す る領 域 で あ る とい う点 で あ る。
上 記 の 点 を考 慮 した 上 で 考 察 を行 う。 ま ず 、本 節(4.2.2節)で問題 に して い るの は
「XもYも な い 」 にお い てXとYがpolarの 関係 に あ る場 合 に つ い て で あ っ た 。緩 叙
法 に第2節 で 紹 介 した 佐 藤 らの 言 う 「感 情 的 ニ ュ ア ン ス 」 を含 め るか ど うか の 相 違 を
考 慮 す る と、 本 節 で 問題 に した 表 現 は 、 あ くま で も含 意 に よ っ て否 定 され て い る領 域
以 外 を指 す とい う点 で 緩 叙 法 と共 通 して お り、 感 情 的 ニ ュア ン ス は感 じ られ な い とい
え る。 緩 叙 法 と共 通 して い る 点 は 、 予 め文 脈 の 中 で語 用 論 的 前 提 が認 め られ て い て 、
前 提 と与 え られ た表 現 か ら生 じ る含 意 に よっ て 一 定 の意 味 に な る とい うこ とで あ る。
緩 叙 法 の 場 合 は ρVgが 前 提 とな っ て お り、ρ が否 定 され る こ とでgで あ る とい う含
意 が 生 じ る。 こ の 際 、ρ で もgで も な い部 分 を指 す こ と も 出来 た は ず で あ る が 、 こ の
中 間領 域(Cruseが軸 域 と呼 ぶ 部 分)を 指 示 す る とい う解 釈 に は な らな い。 一 方 、 「X
もYも な い 」 に つ い て は 、polarの関係 に あ るXとYが 共 に否 定 され た場 合 に は、 指
示 す る の がpolarの対 立 軸 上 に あ る とい う前 提 を基 に して 、Xに もYに も属 さな い 中
間部 分 を 指 示 す る とい う含 意 が 生 じる。
た だ し、(17)と(18)の違 い が 問題 と な る。(18)では 「距 離 」 に つ い て 「近 い 」 の
で も 「遠 い 」 の で もな い と言 わ れ て お り、 そ もそ も 「距 離 」 とい う対 立 軸 に つ い て 語
られ て い る の で 、 暗 黙 に想 定 され た 前 提 とい うよ りは 明 示 的 な前 提 で あ る。 これ に対
し、(17)のよ うなpolarのペ ア は、 先 に も述 べ た とお り対 立 軸 上 以 外 に も様 々 な候 補
が 考 え うる。 つ ま り、 「都 会 」 と 「田舎 」 に は 一 定 の 対 立 軸 が 考 え られ る もの の 、 「空
間」 に つ い て 述 べ る場 合 に は 、 必 ず し も この 対 立 軸 上 を 指 示 す る必 要 は な い。 そ れ に
も か か わ らず 、「私 の住 ん で い た場 所 は都 会 で も 田舎 で もな か った 」とい うよ うな 場 合
に は対 立 軸 上 の 「都 会 」 で も 「田舎 」 で もな い 部 分 を指 示 して い る とい う含 意 を読 み
取 りが ち で あ る。 こ こで は 、「都 会 と 田舎 とい う対 立 軸 上 の ど こ か を 指 す 」 とい う前 提
が 関 わ っ て い る とい え る。
した が って 、緩 叙 法 と密 接 に 関 わ りが あ るの は 、 この よ うに必 ず しも対 立軸 上 を指
示 して い る と考 え な けれ ば な らな い 場 合 で は な い もの の 、 特 別 な 文 脈 が な い 限 り生 じ
る前 提 に よ り軸 域 上 が 指 示 され る こ と に な る(17)の よ うな例 で あ る と考 え られ る だ
ろ う。
4.2.3「ど っ ち つ か ず 、 は っ き り し な い 」 を 表 す 否 定
相反す るものを共に否定す る表現 には、「どっちつ かず」や 「は っき りしない」とい
うよ うな意味 を表す慣 用表現 があ る。 これ は、英語 に も 日本語 に も見 られ る。
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(20)a.海 の も の と も 山 の も の と も っ か な い
b.neitheronethingnortheother(=どっ ち つ か ず で は っ き り し な い)
こ こで は 、 否 定 され て い る別 の 何 か を指 そ う と して2つ の も の を 否 定 して い る とい
う含 意 は な く、む しろ 「どち ら に も決 め が た い 」 「は っ き り しな い 」 とい う意 味 を 表 す
た め に使 わ れ て い る。(20a)では 何 か につ い て 「海 の もの 」 「山 の もの 」 以 外 に も 「里
の も の 」 「川 の もの 」 な ど様 々 な 候 補 が 考 え られ る うち、 「海 の も の」 「山 の もの 」 とい
う2つ の み を否 定 す る事 で 、「里 の もの 」な ど他 の 候 補 を含 意 す る こ と も な く 「よ く わ
か らな い 、 は っ き り しな い 」 とい うこ とを含 意 して い る。 ま た 、(20b)ではonething
とtheotherの2っに 限 っ た 上 で 両方 を 否 定 し、 「どっ ち っ か ず 」 とい う意 味 を 表 して
い る。
ま た 、慣 用 表 現 だ けで な く、創 造 的 な表 現 に つ い て も この よ うな 「どっ ち つ か ず 」
とい うこ と を意 味す る事 が で き る。
(21)a.今の と こ ろ、 ホ ー ム ス クー リン グ は 合 法 で も非 合 法 で も な い 曖 昧 な状 態 にお
か れ て い るの だ とい え ま す が 、 曖 昧 さ を解 消す るた め の動 き は避 け られ な い
ほ どに 、今 後 ホー ム ス クー ラー は増 加 す る と思 わ れ ます 。
(http://ahsic.com/html/questions2.html、下線 筆者)
b.ニ コ ニ コチ ャ ンネ ル 内YAFチ ャ ンネ ル(CH22)の 、 公 式 で も非 公 式 で
も な い黙 認 ア カ ウン トで す 。
(https://twitter.com/NEL__jichoo、下線 筆者)
c.薄 暗 い保 育 器 の な か の赤 ん 坊 は 、 静 か に成 長 をつ づ け て い っ た 。 世 界 に は 、
ほか に成 長 をつ づ け る もの は な か っ た 。 外 部 か ら指 示 を 与 え る者 は な くて も 、
保 育 器 は赤 ん 坊 の た め 、 温 度 を調 節 し空 気 を 流 通 させ 、 栄養 と適 当 な 運 動 を
与 え る の だ った 。
赤 ん坊 は 男 で も女 で も な か っ た 。 一 人 しか い な い 人 間 に とっ て 、 一 つ しか
な い 生 物 に と って 、性 の 区別 な ど意 味 が な か っ た 。 赤 ん坊 は 、 しだ い に 育 っ
た 。 手 足 を 動 か して も、 触 れ る もの は 、 弾 力 の あ る柔 らか い プ ラ ス チ ッ ク の
覆 い だ け だ った 。 そ して 、 薄 暗 さだ けが 、 そ の な か に み ち て い た。
(星新 一 「最 後 の 地 球 人 」、 下線 筆者)
(21a)では 、「合 法 」 と 「非 合 法 」を 共 に否 定 し、そ の後 に 「曖 昧 」だ と述 べ て い る。
ま た 、(21b)で は 、 「公 式 」 と 「非 公 式 」 が共 に 否 定 され て お り、 そ れ は 「黙 認 」 で
あ る とい う。上 の2つ は 否 定 接 頭 辞 「非 一」に よ っ て 出 来 たimmediateの例 で あ るが 、
(21c)は否 定 接 頭 辞 を 伴 わ な い 例 で あ る。 こ こで は 、 人 間 に つ い て 「男 」 と 「女 」 と
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い うimmediateのペ ア を否 定 され て い る。この 小 説 は 人 類 最 後 の 赤 ん 坊 につ い て 述 べ
て い る た め、 一 人 しか こ の世 に 存 在 しな い 人 間 につ い て 性 の 区別 を す る こ とに 意 味 が
な い と述 べ て い る。この よ うに 、opposedtermsのペ ア を 共 に否 定 して で き る表 現 は、
曖 昧 、 ど っ ちつ かず 、 判 断 の欠 如 な どを示 す た め に用 い られ る こ とが あ る。
4.2.4「た め ら い 」 と 「XもYも な い 」
2.5節で 見 た よ うに 、 「た め らい 」 は あ る もの につ い て2つ 以 上 の こ とを述 べ 、 そ の
2つ の 間 に事 態 を位 置 づ け よ うとす る フ ィギ ュー ル で あ る。 これ を 本 論 で取 り扱 っ て
い る表 現 を比 べ て み る と、4.1.3節で述 べ た 「XもYも な い 」に お い て 、XとYがsimple
の 関係 に あ る表 現 の 一 部 が 「た め らい 」 と して機 能 して い る。(22=10を再 掲)を み て
み よ う。
(22)a.・ に して も、 ど うも わ か りに くい 人 で あ る。 彼 の 主 張 は 経 済 学 で もな く、
か とい っ て 政 治 学 で もな い 。 あ え て 言 え ば一 種 の 人 格 論 とで も言 お うか 。 た
と え ば大 村 益 次 郎 な ら、 戦 術 論 を持 って
(堺屋 太 一 『徳 川 慶 喜 』 「最 後 の 将 軍 」と幕 末 維 新 の 男 た ち 、BCCWIよ り、
下線 筆者)
b.・ る と い うイ メ ー ジ が す ご い 。 か な しみ の 極 、太 陽 か ら飛 ん で き た の は 、
鳩 で も な け れ ば堆 で もな い 。 敏 捷 で 残 酷 な鴫 で した 。 しか しそ の鴫 は 金 色 の
オ ー ラ を放 って い ま した 。 これ は い った … …
(小林 恭 二 ・稲 畑 汀 子 『俳 句 研 究 』2005年8.月号(第72巻 第9号)、BCCW∫ よ
り、 下線 筆者)
c.・6つ の 収 納 スペ ー ス を造 っ た 。 板 張 りの 、 ほ ぼ全 部。 床 板 を持 ち上 げ る
と梅 干 で も金 塊 で もな い 、 蔵 書 の 山 が 現 れ る。 これ な ら西 日も完 全 シ ャ ッ ト
ア ウ ト。 床 下 書 庫 の深 さは18cm… …
(クロ ワ ッサ ン2002年3月25日 号(No.585、第26巻 第6号)、BCCWIよ り、
下線 筆者)
(22)で「た め らい 」 とな っ て い る の は 、(22a)であ る。(22b)および(22c)では 、 「X
もYも な い 」 とい う表 現 が 現 れ る もの の 、 「敏 捷 で残 酷 な 鴫 で した 」 や 「蔵 書 の 山」
とい うは っ き り と した 肯 定 が現 れ る。 これ に対 し、(22a)では 「あ えて 言 え ば 」 「～ と
言 お うか 」 と、判 断 に 困 っ て い る様 子 を表 す 表 現 が 来 て い る。(22)の3つ の例 文 は 同
じ上 位 カ テ ゴ リー に含 まれ る もの を導 く 「XもYも な い 」とい う表 現 で あ る。しか し、
佐 藤 ・佐 々 木 ・松 尾(2006:417)の「的 確 な表 現 が あれ ば 、 筆 者 は 《た め ら う》 ま で
も な い。」 とい う指 摘 を考 慮 す れ ば 、 断 言 して い る(22b)お よび(22c)はこれ か らは
ず れ て しま う。 つ ま り、 「XもYも な い」 とい う表 現 は 、 迷 い を表 す 表 現 を付 け加 え
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る こ とに よ っ て 「た め らい 」 を 導 くこ と もで き る が 、 断 言 を付 け加 え る こ とで 「た め
らい 」 で は な くな る こ とも あ る。
こ の こ と は 、否 定 の 表 す 意 味 が 多 様 で あ る こ との反 映 だ と考 え られ る。 例 え ば 、 有
光(2011)はあ る もの が否 定 され た 場 合 、 そ の結 果 指 され る も の は 多 様 で あ る こ と を
指 摘 して い る。例 え ば 、(23)のよ うに 、AがAγ θyoμ朋gγy2と聞 か れ て 、1励 ηo'朋g7y.





















つ ま り、XとYがsimpleの 関係 に あ る場 合 に 「XもYも ない 」 とい う形 式 で 相 反 す
る も の を 否 定 す る場 合 につ い て も、 他 の 可 能 性 につ い て は 様 々 な選 択 肢 が存 在 す る。
そ の 可能 性 につ い て 断 言 す る こ と もで き 、 「た め らい 」 を表 す こ とが で き る。
こ の 「た め らい 」 を 表 す た め の 表 現 は 、先 に挙 げ た(22a)に含 まれ て い る 「あ え て
言 え ば 」の他 に も 、「Xと もYと もつ か ぬ 」が 典 型 的 な もの と して 考 え られ る だ ろ う。
例 え ば 、(24)の例 が そ れ に 当 た る。
(24)小さな 砂 州 で海 と隔 て られ た 川 と も沼 と もつ か ぬ湿 地 の 中 に ぽ つ ん と小 さな 小
屋 が建 っ て 、 た しか に あ の 風 景 で した。
(http://www.kimurass.co.lp/doutou.htm、下線 筆者)
(24)では 、湿 地 で あ る こ とは 示 され て い る も の の 、 そ の 湿 地 の種 類 が 「川 」 で あ る の
か 「沼 」 で あ る の か 、 判 断 に 困 っ て い る様 子 を表 して い る。 「Xと もYと もつ か ぬ 」
は 「と」 や 「つ か 」 とい う語 が 付 け加 え られ て い る た め 、厳 密 に は 本 論 で扱 っ た 「X
もYも な い 」 と は異 な るが 、 相 反 す る も の の否 定 が 「た め らい 」 に 関 わ る例 で あ り、
双 方 の 関係 の強 さが推 察 され る。
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4.3「XもYも な い 」 の 修 辞 学 的 扱 い
4.1節と4.2節ま で 、XとYがopposedtermsの関 係 に あ る 「XもYも な い 」 とそ の
関連 表 現 につ い て 見 て きた 。 こ こで 、再 度Crevierの説 を検 証 して み よ う。2.3節で み
たCrevier(1765)の分 類 で は 、 オ ク シ モ ロ ン をTo雄4θPπ7磁oκ8とい う章 の 中 で扱 っ
て お り、 思 考 の原 理 に 反 す る表 現 とい う特 徴 で ひ とま とめ に し、 そ の 機 能 に つ い て は
あ ま り重 視 して い な か った 。 しか し、 本 節 で 見 た とお り、 「XもYも な い 」 の うち、
相 反 す る も の を共 に否 定 す る表 現 は 、 む しろ4.2.3節で 見 た 緩 叙 法 や 、4.2.4節で 見 た
「た め らい 」 との 関係 が 強 い。勿 論 、4.2.1節で 見 た よ うな メ タ フ ァー 的 転 義 が 関 わ る
用 例 も見 られ 、 オ クシ モ ロ ン との 関 係 もあ るが 、 他 の フ ィ ギ ュ ール との 関連 も考 慮 に
入 れ る と、 オ ク シ モ ロ ン との 関係 は 多 くの うちの1つ とい う位 置 付 け に な る だ ろ う。
ま た 、 「XもYも な い 」 に特 徴 的 な の は、4.2.2節で 見 た 「どっ ちつ かず 」 「は っ き り
しな い 」 を表 す 例 だ ろ う。 佐 藤 ・松 尾 ・佐 々 木(2006)がい う 「た め らい 」 が 「述 べ
た も の の うち の どち らか に は決 め が た い 」とい うこ と を表 す た め に使 われ るの に対 し、
4.2.2節で 見 た 例 は 、 「述 べ た もの の うち の ど ち らか に は 決 め が た い 」 とい うよ りは 、
「全 く判 断 が つ か な い 」 とい うこ と を表 して い る。 「た め らい 」の 定 義 に も よ るが 、こ
の用 法 は修 辞 的 で あ り、 これ ま で 扱 わ れ て き た 「た め らい 」 とは別 の 修 辞 的効 果 を も
っ た表 現 だ とい え るだ ろ う。
5.ま と め
まず 、日常言 語 と論理 の関わ りであ るが、本 論で は排 中律 に違反す る表現 を中心 に、
矛 盾律 に違 反す る表 現 とも対比 しなが らそれ らが 日常言語の 中で どの よ うに用 い られ
るかを見て きた。結果 、思考 の原 理 に違反 す る表現 で も、 日常言語 におい てはメ タフ
ァー に よる転義や 、一方 の語 によって言お うとしてい るこ とを修 正す る ことによって、
柔軟 に解 決 され る ことを示 した。
次 に、本 論で は 「XもYも ない」 とい う形式 に当てはま る表現 が、修辞学 的に どの
よ うな特徴 を持つ かについ て示 した。1つ は矛 盾律 に違 反す る表 現で あるオクシモ ロ
ン との関わ りであ り、XとYがimmediateの関係 にあって排 中律 に違反 す る場合 も、
メタフ ァー として解釈 す る事 で思考の原理 への違反 を回避す る とい う共通点 が見 られ
た。 また、 フィギ ュールで はないが、矛盾 す る表現 の一方の語 の意 味 を修正す るこ と
によって矛 盾律へ の違 反 を回避 す るパ ター ン と同様 、一方の語 を修 正す る ことに よ り
排 中律へ の違反 を回避 す るパ ター ンも見 られた。も う1つ は緩 叙法 との関わ りで あ る。
緩叙法 は、肯定 したい事柄 の反 対 を否定す るこ とによ り、肯定 したい こ とを伝 える表
現 だが、「XもYも ない」におけ るXとYがpolarの 関係 にあ るものの うち、「白」 と
「黒 」の持つ対立軸 に対す る 「青」や 「緑 」、「都会」 と 「田舎」 の持つ対 立軸 に対す
る 「聖 地」 な ど、他 に取 り うる選 択肢 があ るに も関わ らず、含意 と して対 立軸の軸域
が指 され る。これ らは共 に否定す る ことによって生 じる含意 とい う点 で似 通 ってい る。
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また、前 提が どの よ うなものかに左 右 され る点で も共 通 してい る。
この ことか ら得 られ る示唆 は、 これ まで修 辞学 で規則 か らの逸脱 の仕方 として記述
され てきた フィギ ュール を、字 義通 りの意 味か らの逸脱 とそ の解決 のパ ター ンとい う
観 点 で見直す必要 があ る とい うこ とで あ る。
最後 に、否定 の研 究 としては、相反す るこ とを共 に否 定す る ことで生 じる意 味の多
様 さを示 した。 「XもYも ない」か ら指 され得 る ことには様 々な可能性 があ るが、そ
の後 に断言 を付 け加 えるか 、判 断 に迷 ってい るこ とを付 け加 えるか、何 も付 け加 えず
に対 立軸 上 の一部 を指示 した りす るか 、 とい うよ うに多様 で ある。
また、今 後 の展望 と して は、 「ため らい」 と含意 につ いての関係 や 、 「ため らい」 の
形式 的な特徴 につ いて、細 か く探 ってい くこ とが あげ られ る。 これ らを追求 した上 で
思考 の原 理 に反す るフィギュール を考察す るこ とで、1つ の ものについ て2つ 以上 の
こ とを肯定 した り否 定す る際、 どの よ うな意 味が生 まれて くるかについ てよ り深い知





「た め らい」 に つ い て は 、他 の フ ィ ギ ュ ー ル に比 べ あ ま り知 られ て い な い た め、
フ ィ ギ ュー ル の 一 種 で あ る こ とを 明示 す るた め か ぎ カ ッコつ き で 表 記 す る。
この 点 に つ い て は 、 京 都 大 学 大 学 院 生 の 小 松 原 哲 太 氏 か ら大 変 有 益 な コ メ ン トを
頂 い た 。
『現 代 日本 語 書 き 言 葉 均 衡 コー パ ス』(BalancedCorpusofContemporaryWritten
∫apanese)の略。
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